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公益財団法人 住友電工グループ社会貢献基金 

事業報告書 
（自２０２２年４月１日至２０２３年３月３１日） 

 

１．事業の概要 

 

（１）２０２２年度の事業概況 

 

 第１４期の２０２２年度は、事業として大学講座寄付６件、実施金額８６,５００千円と、 

奨学金支給１８６名、実施金額４０,９４０千円余、学術・研究助成１９件、実施金額 

３０,９８０千円の、総額１５８,４２０千円余の助成事業を実施しました。 

 

                          実施金額 

   （イ）大学講座寄付    ６件      ８６,５００千円 

   （ロ）奨学金支給   １８６名      ４０,９４０千円余 

   （ハ）学術・研究助成  １９件      ３０,９８０千円    

    合   計              １５８,４２０千円余 

 

（２）２０２２年度収支決算 

 

   事業活動収支は、収入面では、寄付金収入として住友電気工業(株)から１６０,９１９千円 

余(カフェテリアプランを通じた寄付金９１９千円余を含む)、住友電設(株)から７０千円 

余、スミセツテクノ株式会社から５千円（いずれもカフェテリアプランを通じた寄附金）の

計１６０,９９５千円余の寄付を受けました。これに基本財産運用収入１１,０９９千円余を

加え、収入合計は予算対比２，０９３千円余増の１７２，０９４千円余となりました。 

 

一方、支出面では、事業費支出はほぼ当初計画通りに実施しましたが、海外奨学金の為替変

動及びカフェテリアプランを通じた寄付金９９４千円の支出増などから、予算対比１，５２０

千円余増の１５９,９４０千円余となりました。 

管理費支出は、新型コロナウイルスの感染拡大により贈呈式典や奨学生の面接・交流会を 

オンライン開催としたことから、会議費、旅費交通費が減少しました。 

管理費合計では予算対比２,１５３千円余減の１４,７１１千円余となり、事業活動支出合 

計は予算対比６３２千円余減の１７４，６５２千円余となりました。 

投資活動収支については、国債の満期償還による収入５００,０００千円を２０年利付 

国債（額面５００,０００千円、購入高４９９,８５０千円余）への再投資に充当した結果、 

投資活動収支差額は予算対比１５０千円余のプラスとなりました。 

     以上の結果、当期収支差額は２，４０７千円余の赤字となり、前期繰越収支差額 

１３,３９３千円余を加えた１０,９８５千円余を次期に繰り越す予定です。 

 

     指定正味財産増減計算は、今期、基本財産の増減はなく、期末の指定正味財産は 

２,０００,０００千円で変動ございません。 
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（３）２０２２年度事業 

 

  ２０２２年３月１０日開催の第６４回理事会で決議・承認された事業計画に基づいて、 

  次の大学講座寄付、奨学金支給、学術・研究助成を実施しました。 

 

 

（イ）大学講座寄付 

  エネルギー・新素材・情報技術（AI、IoT、ビッグデータ活用）・をはじめとする最新テク 

ノロジー探求、地球環境の保全、高齢化・介護社会、経済のグローバル化等現代の諸問題 

解決にむけた研究、ものづくりや起業家（アントレプレナー）をはじめとした次世代を担う

人材の育成に取り組み、社会的課題の解決と経済発展の両立に資することを探求する大学講

座に対し寄付を行うもので、継続案件３件に加え、新規の大学講座３件を選考し、合計６

件、総額８６,５００千円の寄付を行いました。 

 
大学名 講座名  金額（千円） 

愛媛大学 

大学院理工学研究科 

生態学的アプローチによる東南アジアの蚊媒介感染

症の制御 
１５,０００ 

名古屋大学 

未来社会創造機構 

ナノライフシステム研究所 

難治性がん根治に向けた量子ナノがん光免疫療法

（QPIT）の開発と臨床応用 
２０,０００ 

名古屋大学 

環境医学研究所 

分子代謝医学分野 

超分子医薬による肝線維症に対する先制医療の実現 ２０,０００ 

※京都大学 

大学院工学研究科 

都市環境工学専攻 

グローバル統合評価モデルを用いたゼロエミッショ

ン達成のための革新的技術の評価 
１０,０００ 

※筑波大学 

生命環境系 
ダークマター微生物開拓・利用・基盤創成工学講座 １０,７５０ 

※奈良女子大学 

研究院工学系 

次世代生体情報によるヒト・モノ共生型支援システ

ムを創造する女性エンジニアの養成 
１０,７５０ 

 合  計 ８６,５００ 

※新規案件
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（ロ）奨学金支給 

  日本で就学する外国人留学生、国内学生及び海外の大学に在学する現地学生のうち、学業並 

  びに他の分野において研鑽に努め、大学・大学院においては科学技術分野を専攻する学生を

対象として、２０２２年度は、選考の結果、下記の奨学生に対し、奨学金を支給しました。 
 奨学生 実施額（千円） 実施時期 
 
国内大学の 
外国人留学生 
［10万円/月］ 

継続                   ８名 
 東北大1、一橋大1、東京大1、 
東京工業大1、早稲田大1、名古屋大1、 
京都大1、大阪大1 

 
 ７，８００* 

*９月卒業により３名 

が期中で支給終了 

2022年 4月～ 
2023年 3月 

新規                   ９名 
 東北大1、一橋大1、東京大1、東京工業大1、
早稲田大1、慶應大1、名古屋大1、 
京都大1、大阪大1 

１０，８００ 
  

 
2022年 4月～ 
2023年 3月 

計 １７名  １８,６００  

 
国内大学の国内 
学生(修士課程) 
［3万円/月］ 

継続                   １５名 
 東京大1、東京工業大1、静岡大1 
早稲田大1、慶應大1、東京理科大1、京都大１，
大阪大1、神戸大1、名古屋大1、岡山大1、 
広島大1、九州大1、同志社大1、立命館大1 

  
５，４００ 

2022年 4月～ 
2023年 3月 

新規                   １９名 
 北海道大1、山形大1、筑波大1、東京大1、 
 東京工業大1、静岡大1、早稲田大1、慶應大1、
東京理科大1、京都大1、大阪大1、神戸大1、 
名古屋大1、岡山大1、広島大1、九州大1、 
関西大1、同志社大1、立命館大1 

  
６，８４０   

2022年 4月～ 
2023年 3月 

計  ３４名 １２,２４０  

国内大学の国内 
学生(学士課程) 
［3万円/月］ 

２０２０年編入学（東京大は3年間履修）  １名        
 明石高専(東京大学)1 

３６０ 
2022年 4月～ 
2023年 3月 

２０２１年編入学             ３名 
 奈良高専(大阪大学)1、明石高専(大阪大学)1 
 豊田高専(名古屋大学)1 

１，０８０ 
2022年 4月～ 
2023年 3月 

２０２２年編入学             １名 
 奈良高専（東北大学） 

３６０ 
2022年 4月～ 
2023年 3月 

  計 ５名 １，８００  

 
海外大学の 
現地学生 
［約5千円/月］ 

中国 

蘇州大学 ２０名   １,２２９ 2023年 2月 

武漢理工大学  １０名  ５９８ 2022年8月 

上海外国語大学  １０名  ６２６ 2022年11月 

タイ 
泰日工業大学  ２０名 １,２３４ 2022年 8月 

キングモンクット 
工科大学 

 ２０名   １,３９３ 2022年11月 

ベトナム ハノイ工科大学  ２０名 １，１６６ 2023年 3月 

メキシコ 
アグアスカリエンテス 
工科大学 

１０名 ６８４ 2023年 2月 

メキシコ 
アグアスカリエンテス
自治大学 

２０名  ※１，３６８ 2023年2月 

計 １３０名  ８,２９８  

 合計 １８６名 約４０,９４０  

    
※受入先大学の口座変更により21年度分が送金できず、2023年2月に2年分を合算して送金 
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氏名 役職 研究テーマ
助成金額

（千円）

小尾 正太郎 獨協医科大学 准教授 機械的刺激による心臓線維化制御機構の解明 1,440

北嶋 康雄 広島大学 助教 健康長寿社会の実現に向けた骨格筋量調節機構の解明 1,450

木寺 正平 電気通信大学 准教授 多重散乱波と超高分解能画像化を統合した見通し外領域ミリ波センシングの研究 2,000

熊田 佳菜子 東北大学 助教 空気によって進行する効率的かつ環境調和的な機能性化合物骨格構築法の開発 1,600

佐藤 弘志 理化学研究所 ユニットリーダー 近赤外光で駆動する多孔性結晶リアクターの創製 1,600

塩谷 和基 立命館大学 助教 感覚情報と適切な行動を結びつける文脈情報の統合神経メカニズムの解明 2,000

須田 理行 京都大学 准教授 ”スピン”の制御による革新的水電解触媒の開発 2,000

清 雄一 電気通信大学 准教授 社会課題解決に向けたパーソナルデータ活用機械学習モデルとプライバシ 1,600

田辺 克明 京都大学 准教授 機能性半導体接合技術による超高効率太陽電池 1,440

富岡 洋一 会津大学 上級准教授 解除困難なディープフェイクプロテクト信号の開発 1,000

豊島 遼 慶應義塾大学 助教 X線オペランドキネティクス解析に基づく二酸化炭素光還元触媒の機能解明と高度化 1,440

中村 紗都子 名古屋大学 YLC教員、特任助教 宇宙天気災害時の日本電力ネットワーク脆弱性の数値評価 2,000

灘野 大太 名古屋大学 准教授 食肉の肉質決定因子が形成するゲノムワイド機能ネットワークの解明 740

林 宏暢 奈良先端科学技術大学院大学 助教 可溶性２次元有機ナノシートのボトムアップ合成 2,000

阪東 勇輝 浜松医科大学 助教 小胞体膜電位による神経機能制御機構 1,600

藤田 晃司 京都大学 教授 層状化合物が拓く強誘電体物質科学の新展開 2,000

堀内 新之介 東京大学 講師 分子間相互作用に基づく新奇細孔性材料の創出 2,000

吉留 崇 東北大学 助教 生体分子ダイナミクスの高解像度解析を実現する「4次元イメージング法」の確立 1,630

吉見 昭秀 国立研究開発法人国立がん研究センター 独立ユニット長 がん選択的核酸医薬療法の創出 1,440

所属

 

（ハ）学術・研究助成  

  自然科学･工学や社会科学の先進的、独創的な研究、資源・エネルギーの確保、地球環境 

保護、世界人口の増加と水食料不足、長寿高齢化社会の到来、経済格差の拡大等、現代の 

重要課題の解決に向けたテーマを対象としています。２０２２年度は、応募総数９５件の 

中から選考の結果、１９件、総額３０，９８０千円の助成を行いました。 
 
（敬称略、所属は申請当時） 
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２．役員・評議員（２０２３年３月３１日現在） 

 

役   名 氏  名 主たる職業 

理事長 井上 治 住友電気工業株式会社 社長 

常務理事 中田 将稔 住友電気工業株式会社 常務執行役員 

理事 漆畑 憲一 住友電装株式会社 代表取締役執行役員社長 

 清水 和志 住友理工株式会社 代表取締役執行役員社長 

 松澤 佑次 一般財団法人住友病院 名誉院長 

 吉川 弘之 
東京国際工科大学 学長 

大阪国際工科大学 学長 

監事 高坂 敬三 色川法律事務所 弁護士 

 小林 伸行 住友電気工業株式会社 常務取締役 

評議員 池田 育嗣 住友ゴム工業株式会社 取締役会長 

 齋藤  成雄 日新電機株式会社 代表取締役会長 

 坂崎 全男 住友電設株式会社 代表取締役会長 

 西本 清一 
公益財団法人京都高度技術研究所 理事長 

地方独立行政法人京都市産業技術研究所 理事長 

 松本 正義 住友電気工業株式会社 取締役会長 

 村田 治 関西学院大学 経済学部教授 

 森谷 守 株式会社テクノアソシエ 代表取締役社長 
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３．主要な事業経過 

 

2022年  6月1日   第６５回理事会開催（書面決議） 

             ・第１３期定時評議員会招集の件 

             ・第１３期定時評議員会付議事項の件 

 

6月9日 第６６回理事会開催（会議） 

     ・２０２１年度（第１３期）事業報告及び計算書類等承認の件 

 

         第１３期定時評議員会開催 

             ・理事２名選任の件 

               ・評議員２名選任の件 

               

               第６７回理事会開催 

               ・役付役員選任の件 

               ・２０２２年度事業（奨学金支給）実施の件 

               ・２０２２年度選考委員選任の件 

 

   6月29日 第１３期臨時評議員会開催（書面決議） 

             ・２０２１年度（第１３期）事業報告及び計算書類等承認の件 

 

   7月13日 第1回選考委員会開催（会議） 

    ・申請書類閲覧及び選考方法確認の件 

 

        9月3日    第６８回理事会開催（書面決議） 

               ・２０２２年度選考委員選任の件 

 

   9月29日 第２回選考委員会開催（会議） 

    ・２０２２年度大学講座寄付先選考の件 

    ・２０２２年度学術・研究助成先選考の件 

 

  10月18日 第６９回理事会開催 

    ・２０２２年度 大学講座寄付の対象者並びに寄付金額決定の件 

            ・２０２２年度 学術・研究助成の対象者並びに助成金額決定の件 

            ・２０２３年度 国内学生向け奨学金（高専推薦）対象者決定の件 

  

2023年  3月 9日 第７０回理事会開催 

    ・２０２３年度事業計画及び同収支予算承認の件 

・２０２３年度事業（奨学金支給）実施の件 

   

    6月1日   第７１回理事会開催（書面決議） 

             ・第１４期定時評議員会招集の件 

             ・第１４期定時評議員会付議事項の件 
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４．附属明細書について 

 

 2022年度事業報告には「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34条第 3 

項に規定する「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので附属明細書は作成しな

い。 


